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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反射型または半透過反射型の液晶パネルと、当該液晶パネルの表示面側に設けられた感
圧素子パネルと、当該感圧素子パネルの表示面側に設けられた円偏光板とを備え、前記液
晶パネルのスイッチングにより前記円偏光板側からの表示光の取り出しが制御される液晶
表示装置において、
　前記円偏光板は、前記感圧素子パネル側から順に、１／４波長板、１／２波長板および
直線偏光板を順次積層してなる広帯域の円偏光板であり、
　前記液晶パネルの表示面上には、当該液晶パネルの残留位相差を補償するための残留位
相差補償板が密着させた状態で設けられると共に、
　前記感圧素子パネルは、電極が形成された一対の基板を、当該電極を対向させた状態で
間隔を設けて配置してなり、
　前記残留位相差補償板が前記感圧素子パネルの一方の基板として用いられ、前記円偏光
板を構成する１／４波長板が当該感圧素子パネルの他方の基板として用いられている
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　反射型または半透過反射型の液晶パネルと、当該液晶パネルの表示面側に設けられた感
圧素子パネルと、当該感圧素子パネルの表示面側に設けられた円偏光板とを備え、前記液
晶パネルのスイッチングにより前記円偏光板側からの表示光の取り出しが制御される液晶
表示装置において、
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　前記円偏光板は、前記感圧素子パネル側から順に、１／４波長板、１／２波長板および
直線偏光板を順次積層してなる広帯域の円偏光板であり、
　前記液晶パネルの表示面上には、電圧無印加時に当該液晶パネルによって与えられる残
留位相差を含む全体の位相差を補償するための位相差補償板が密着させた状態で設けられ
ると共に、
　前記感圧素子パネルは、電極が形成された一対の基板を、当該電極を対向させた状態で
間隔を設けて配置してなり、
　前記位相差補償板が前記感圧素子パネルの一方の基板として用いられ、前記円偏光板を
構成する１／４波長板が当該感圧素子パネルの他方の基板として用いられている
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶表示装置に関し、特には反射型または半透過反射型の液晶パネルにおける
表面側に感圧素子パネルを設けてなる、いわゆるタッチパネル一体型の液晶表示装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
ノート型パソコンやＰＤＡ（Parsonal Digital Assistant）などの携帯用電子情報機器の
ディスプレイには、外部からの押圧力を感知する感圧素子パネル（いわゆるタッチパネル
）を入力手段とした反射型または半透過反射型の液晶表示装置が多く用いられている。
【０００３】
図５には、このような液晶表示装置の構成図を示す。この図に示すタッチパネル付きの液
晶表示装置１００は、反射型の液晶パネル１０１における表示面側に、タッチパネル１０
２を配置してなる。
【０００４】
液晶パネル１０１は、例えばＥＣＢ（Electrically Controlled Birefringence）モード
での表示を行うものであり、それぞれ電極が設けられた光反射性基板１０１ａと光透過性
基板１０１ｂとの間に液晶相ＬＣを挟持してなる。この液晶パネル１０１は、通常、液晶
相ＬＣを通過する光ｈに対して位相差０か、または１／４波長の位相差を与えるようなス
イッチング素子として構成される。そして、この液晶パネル１０１の表示面側となる光透
過性基板１０１ｂ上には、１／４波長板１０３および直線偏光板１０４が順次積層されて
いる。
【０００５】
またタッチパネル１０２は、それぞれ電極が設けられた基板１０２ａと可撓性基板１０２
ｂとを、電極を対向させた状態で間隔ｄを設けて配置してなり、基板１０２ａを液晶パネ
ル１０１側に対向させた状態で設けられている。
【０００６】
このような構成の液晶表示装置１００においては、液晶パネル１０１のスイッチングによ
って与えられる位相差（０または１／４波長）と、１／４波長板１０３によって与えられ
る位相差（１／４波長）との組み合わせにより、タッチパネル１０２側から入射して直線
偏光板１０４を通過し、光反射性基板１０１ａで反射した光ｈを、直線偏光板４で吸収さ
せて黒表示を行う一方、再び直線偏光板４を通過させて白表示を行う。
【０００７】
ところが、このような構成の液晶表示装置においては、タッチパネル１０２から直線偏光
板１０４までの間に、気体（空気）との界面が複数存在し、これらの界面における反射光
が、視認性を悪化させることになる。
【０００８】
そこで、図６に示すように、直線偏光板１０４と１／４波長板１０３とを、タッチパネル
１０２’側に設けた構成のタッチパネル一体型の液晶表示装置１００’が提案された。こ
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の液晶表示装置では、１／４波長板１０３をタッチパネル１０２’の可撓性基板（１０２
ｂ）として用いている。このような構成の液晶表示装置では、図５の液晶表示装置と同様
の表示が行われる。これと共に、直線偏光板１０４側から入射した光ｈは、液晶パネル１
０１の液晶相ＬＣを通過しない限りにおいては直線偏光板１０４で吸収される。つまり、
タッチパネル１０２’から直線偏光板１０４までの間に存在する気体（空気）との各境界
部分で反射した光ｈは、直線偏光板１０４で吸収され、液晶相ＬＣを通過して光反射性基
板１０１ｃで反射された光ｈのみを、直線偏光板４から射出して表示光とすることができ
るのである。また、このような構成の液晶表示装置は、国際公開番号ＷＯ９８／４８３２
０に開示されている。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、このような構成の液晶表示装置であっても、次のような課題があった。すなわち
、液晶パネル１０１は、液晶相ＬＣを通過する光ｈに対して位相差０か、またはλ／４の
位相差を与えるようなスイッチング素子として構成される。しかし、液晶相ＬＣを構成す
る液晶材料の特性から、この位相差には［＋α］のオフセット、いわゆる残留位相差［＋
α］が加わる。このため、黒表示であっても、この残留位相差［＋α］成分に起因する光
が表示面側から放出され、完全な黒表示を行うことが不可能であり、十分なコントラスト
を得ることができない。
【００１０】
この対策として、残留位相差［＋α］を差し引くように、１／４波長板１０３にオフセッ
トを乗せた設計とすることで、黒表示の場合に液晶相ＬＣを通過した光を、完全に直線偏
光板１０４で吸収させることが考えられる。しかし、このような構成にした場合、液晶相
ＬＣを通過せずに、各境界部分で反射した光ｈを直線偏光板１０４で完全に遮断すること
ができなくなり、界面反射に起因する写り込みによる視認性の低下を招くことになる。
【００１１】
そこで本発明は、界面反射に起因する写り込みを確実に防止した視認性の良好な表示が可
能でありながらも、コントラストの高い黒表示が可能なタッチパネル一体型の液晶表示装
置を提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
このような目的を達成するための本発明は、反射型の液晶パネルと、当該液晶パネルの表
示面側に設けられた感圧素子パネルと、当該感圧素子パネルの表示面側に設けられた円偏
光板とを備え、液晶パネルのスイッチングにより円偏光板側からの表示光の取り出しが制
御される液晶表示装置に関するものであり、第１の発明では、液晶パネルの表示面上に、
液晶パネルの残留位相差を補償するための残留位相差補償板を設けたことを特徴としてい
る。
【００１３】
このような構成の液晶表示装置では、液晶パネルの残留位相差が、液晶パネルの表示面上
に設けられた残留位相差補償板によって補償される。したがって、表示光の取り出しを行
わない場合（黒表示を行う場合）には、この液晶パネルで反射した光は、残留位相差成分
も合わせて円偏光板側から表示光として放出されることが防止される。しかも、この残留
位相差補償板は、液晶パネルの表示面上に設けられているため、円偏光板と液晶パネルと
の間の各界面での光反射に対しては作用することはなく、これらの各界面での光反射は、
円偏光板によって外部に放出されることが防止される。
【００１４】
また、第２の発明では、前記液晶パネルの表示面上に、液晶パネルによって与えられる残
留位相差を含む位相差を補償するための位相差補償板を設けたことを特徴としている。
【００１５】
このような構成の液晶表示装置では、液晶パネルによって与えられる位相差が、その残留
位相差を含んだ状態で、位相差補償板によって補償される。したがって、第１の発明と同
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様に、表示光の取り出しを行わない場合（黒表示を行う場合）には、この液晶パネルで反
射した光は、残留位相差成分も合わせて円偏光板側から表示光として放出されることが防
止される。しかも、この位相差補償板は、液晶パネルの表示面上に設けられているため、
円偏光板と液晶パネルとの間の各界面での光反射に対しては作用することはなく、これら
の各界面での光反射は、円偏光板によって外部に放出されることが防止される。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を適用した液晶表示装置の各実施の形態を、図面に基づいて詳細に説明する
。
【００１７】
（第１実施形態）
図１は、第１実施形態の液晶表示装置の断面構成図である。この図に示す液晶表示装置Ａ
は、ＥＣＢノーマリーホワイトモードでの表示を行う反射型の液晶パネルの表示面側に、
感圧素子パネル（いわゆるタッチパネル）３を一体に組み込んでなる液晶表示装置であり
、感圧素子パネル３の表示面側に円偏光板５が設けられると共に、液晶パネル１の表示面
側に残留位相差補償板７が設けられる。
【００１８】
液晶パネル１は、反射電極（図示省略）が設けられた光反射性基板１ａと、透明電極が設
けられた光透過性基板１ｂとにおける電極間に、液晶相ＬＣを挟持してなる。この液晶パ
ネル１は、電極に電圧を印加していない状態（電圧無印加状態）においては、光透過性基
板１ｂ側から入射して液晶相ＬＣを通過する光ｈに対して、［１／４波長］の位相差を生
じさせる１／４波長板となる一方、電極に電圧を印加した状態（電圧印加状態）において
は、光透過性基板１ｂ側から入射して液晶相ＬＣを通過する光ｈに対して、位相差を生じ
させることのない構成となるように設計されている。
【００１９】
このように設計された液晶パネル１は、液晶相ＬＣを構成する液晶材料の特性から、電圧
無印加状態の場合に液晶相ＬＣを通過する光ｈに対しては、［１／４波長］に［＋α］の
オフセット、いわゆる残留位相差［＋α］が加わる。つまり、電圧無印加状態の場合には
、液晶相ＬＣを通過する光ｈに対して、［１／４波長＋α］の位相差が加わる。一方、電
圧印加状態の場合に液晶相ＬＣを通過する光ｈに対しては、［＋α］の位相差が加わる。
【００２０】
以下に、液晶相ＬＣの光学パラメータの具体的な一例を示す。ただしここでは、波長５４
０ｎｍを目的波長としている。
複屈折異方性［Δｎ］＝０．０７
セルギャップ［Ｄ］＝２．８μｍ
ツイスト角［θｔ］＝０°
電圧無印加状態での位相差［１／４波長＋α］＝１９５ｎｍ
電圧印加状態での位相差（残留位相差）［＋α］＝６０ｎｍ
【００２１】
また、感圧素子パネル３は、いわゆる抵抗接触型のタッチパネルである。この感圧素子パ
ネル３は、ここでの図示を省略した透明電極（以下電極と記す）がそれぞれ設けられた光
透過性の基板３ａと可撓性基板３ｂとを、電極を対向させた状態で間隔ｄを設けて配置し
てなり、基板３ａを液晶パネル１の光透過性基板１ｂ側（表示面側）に対向させた状態で
設けられている。基板３ａと可撓性基板３ｂとの間隔ｄは、これらの基板間の周囲を、あ
る厚みを持った両面テープ等で貼り合わせることによって設けられる。
【００２２】
そして、上述した液晶パネル１に組み合わせて用いられる円偏光板５は、感圧素子パネル
３側から順に、１／４波長板５ａ、１／２波長板５ｂ、直線偏光板５ｃを順次積層してな
る、いわゆる広帯域の円偏光板として構成されることが好ましい。またここでは、１／４
波長板５ａが、感圧素子パネル３の可撓性基板３ｂを兼ねていることとする。



(5) JP 4288882 B2 2009.7.1

10

20

30

40

50

【００２３】
さらにまた、残留位相差補償板７は、液晶パネル１が電圧印加状態である場合に生じる位
相差（残留位相差［＋α］）＝６０ｎｍを補償するものであり、液晶パネル１の表示面、
すなわち光透過性基板１ｂ上に密着させた状態で設けられている。
【００２４】
以下に、このような円偏光板５および残留位相差補償板７の光学パラメータの具体的な一
例を示す。尚、遅相軸角度［θｒ］は、液晶パネル１におけるラビング方向を基準に反時
計回りに正方向とする。
１）直線偏光板５ｃ：
吸収軸角度［θａ］＝７５°
２）１／２波長板５ｂ：
位相差［Ｒｅ］＝２７０ｎｍ、遅相軸角度［θｒ］＝６０°
３）１／４波長板５ａ：
位相差［Ｒｅ］＝１３５ｎｍ、遅相軸角度［θｒ］＝０°
４）残留位相差補償板７：
位相差［Ｒｅ］＝６０ｎｍ、遅相軸角度［θｒ］＝９０°
【００２５】
尚、これらの光学パラメータはあくまでも一例であり、円偏光板５は、広帯域の円偏光板
として構成されることが重要である。このため、１／２波長板５ｂは位相差Ｒｅ＝２４０
ｎｍ～３００ｎｍ、１／４波長板５ａは位相差Ｒｅ＝１２０ｎｍ～１５０ｎｍの範囲から
適宜選択されることになる。
【００２６】
同様に、残留位相差補償板７は、液晶相ＬＣの残留位相差［＋α］を補償するように構成
されることが重要である。このため、残留位相差補償板７の位相差は、液晶相ＬＣの残留
位相差＋αに対応させて、例えば位相差Ｒｅ２０ｎｍ～１００ｎｍの範囲から適宜選択さ
れることになる。さらに、残留位相差補償板７の遅相軸角度θｒは、１／４波長板５ａの
遅相軸角度θｒとのなす角度がほぼ垂直で有ればよく、遅相軸角度θｒ＝８０°～１００
°の範囲から適宜選択されることとする。ただし、上記した光学パラメータのうち、直線
偏光板５ｃの吸収軸角度［θａ］＝１６５°、１／２波長板５ｂの遅相軸角度［θｒ］＝
１５０°、および１／４波長板５ａの遅相軸角度［θｒ］＝９０°である場合には、残留
位相差補償板７の遅相軸角度θｒは、１／４波長板５ａの遅相軸角度θｒとのなす角度が
ほぼ平行で有ればよく、遅相軸角度θｒ＝８０°～１００°の範囲から適宜選択されるこ
とになる。
【００２７】
このような構成の液晶表示装置Ａでは、直線偏光板５ｃ側から光ｈが入射した場合、光ｈ
の偏光のうちの１方向の直線成分のみが直線偏光板５ｃを通過し、他方向の偏光は直線偏
光板５ｃに吸収される。そして、直線偏光板５ｃを通過した光ｈは、この直線偏光板５ｃ
を構成要素の１つとする円偏光板５、残留位相差補償板７、液晶相ＬＣを通過することで
偏光状態を変化させながら光反射性基板１ａに達する。また、光反射性基板１ａで反射さ
れた光ｈは、入射時と逆の順序で偏光状態を変化させながら直線偏光板５ｃに達する。
【００２８】
このため、直線偏光板５ｃ側から入射してこれを通過し、感圧素子パネル３中や感圧素子
パネル３と液晶パネル１との間に存在する大気との各界面で反射し、再び直線偏光板５ｃ
に達する光（界面反射光、すなわち液晶相ＬＣを通過しない反射光）は、１／２波長板５
ｂと１／４波長板５ｃのみを２度を通過することにより、直線偏光板５ｃの吸収方位の直
線偏光となって直線偏光板５ｃに再入射される。このため、これらの界面反射光が、この
直線偏光板５ｃで確実に吸収され、表示面側に放出されることを防止することができる。
したがって、界面反射に起因する写り込みが防止された、視認性の高い表示を行うことが
可能になる。
【００２９】
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そして、直線偏光板５ｃ側から入射してこれを通過し、さらに液晶相ＬＣを通過して光反
射性基板１ａで反射して再び直線偏光板５ｃに達する光は、次のような経過を辿ることに
なる。
【００３０】
すなわち、液晶パネル１が電圧印加状態にある場合には、液晶相ＬＣを通過する光ｈには
残留位相差［＋α］のみが加わるが、この残留位相差［＋α］は残留位相差補償板７によ
って補償（キャンセル）されるため、液晶相ＬＣを通過することによって光ｈの偏光状態
が変化することはない。このため、液晶パネル１の光反射性基板１ａで反射した光ｈも、
上述した界面反射光と同様に、直線偏光板５ｃの吸収方位の直線偏光となって直線偏光板
５ｃに再入射され、直線偏光板５ｃで確実に吸収される。したがって、液晶パネル１が電
圧印加状態にある場合には、コントラストの高い黒表示を行うことができる。
【００３１】
一方、液晶パネル１が電圧無印加状態にある場合には、液晶相ＬＣを通過する光ｈには［
１／４波長＋α］の位相差が加わるが、このうち残留位相差［＋α］分は残留位相差補償
板７によって補償（キャンセル）されるため、この液晶相ＬＣと残留位相差補償板７とを
往復することによって、光ｈの偏光状態は１／２波長分だけ変化することになる。このた
め、液晶パネル１の光反射性基板１ａで反射した光ｈが、再び円偏光板５を通過する際に
は、直線偏光板５ｃの透過方位の直線偏光となって直線偏光板５ｃに再入射され、この直
線偏光板５ｃから最大限に表示光Ｈを射出させることができる。したがって、液晶パネル
１が電圧無印加状態にある場合に、表示面側から表示光Ｈが放出されるノーマリーホワイ
ト表示が行われ、この際、表示光Ｈが最大限に放出された明るい表示を行うことが可能に
なる。
【００３２】
（第２実施形態）
図２は、第２実施形態の液晶表示装置の断面構成図である。この図に示す液晶表示装置Ｂ
は、ＥＣＢノーマリーホワイトモードでの表示を行う反射型の液晶パネルの表示面側に感
圧素子パネルを一体に組み込んでなる液晶表示装置の他の例である。
【００３３】
この図に示す液晶表示装置Ｂと、図１を用いて説明した第１実施形態の液晶表示装置（Ａ
）との異なることころは、残留位相差補償板７が、感圧素子パネル３’の基板３ａを兼ね
ている点にあり、他の構成は同様であることする。
【００３４】
すなわち、この液晶表示装置Ｂの感圧素子パネル３’は、いわゆる抵抗接触型のタッチパ
ネルである。この感圧素子パネル３’は、ここでの図示を省略した透明電極（以下電極と
記す）がそれぞれ設けられた残留位相差補償板７と１／４波長板５ａ（可撓性基板３ｂ）
とを、電極を対向させた状態で間隔ｄを設けて配置してなる。また、残留位相差補償板７
は、液晶パネル１の透明基板１ｂに密着させた状態で設けられており、これにより感圧素
子パネル３’を、インナータッチパネルとしている。
【００３５】
このような構成の液晶表示装置Ｂであっても、液晶パネル１と一体化して設けた感圧素子
パネル３’の表示面に円偏光板５を設け、さらに液晶パネル１の表示面に密着させて残留
位相差補償板７を設けたことで、図１を用いて説明した液晶表示装置（Ａ）と同様に、視
認性に優れ、コントラストの高い黒表示が可能で、しかも明るい表示を行うことが可能で
ある。
【００３６】
また、これに加えて、残留位相差補償板７が、感圧素子パネル３’の基板３ｂを兼ねる構
成としたことで、図１の液晶表示装置Ａと比較して、部品点数が少なく低コスト化が可能
になる。しかも表示面側の基板材料が削減され、空気と基板材料との界面も減少するので
、より明るい表示を行うことが可能になる。
【００３７】
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（第３実施形態）
図３は、第３実施形態の液晶表示装置の断面構成図である。この図に示す液晶表示装置Ｃ
は、ＥＣＢノーマリーブラックモードでの表示を行う反射型の液晶パネル１の表示面側に
、感圧素子パネル３を一体に組み込んでなる液晶表示装置であり、感圧素子パネル３の表
示面側に円偏光板５が設けられると共に、液晶パネル１の表示面側に位相差補償板９が設
けられる。
【００３８】
この図に示す液晶表示装置Ｃと、図１を用いて説明した第１実施形態の液晶表示装置（Ａ
）との異なることころは、残留位相差補償板（７）に換えて位相差補償板９を設けた点に
あり、他の構成は同様であることとする。ただし、説明のため、液晶パネル１、円偏光板
５等については、第１実施形態と重複した説明を行う。
【００３９】
つまり、液晶パネル１は、電極に電圧を印加していない状態（電圧無印加状態）において
は、光透過性基板１ｂ側から入射して液晶相ＬＣを通過する光ｈに対して、［１／４波長
］の位相差を生じさせる１／４波長板となる一方、電極に電圧を印加した状態（電圧印加
状態）においては、光透過性基板１ｂ側から入射して液晶相ＬＣを通過する光ｈに対して
、位相差を生じさせることのない構成となるように設計されている。そして、このように
設計された液晶パネル１は、液晶相ＬＣを構成する液晶材料の特性から、電圧無印加状態
の場合に液晶相ＬＣを通過する光ｈに対しては、［１／４波長］に［＋α］のオフセット
、いわゆる残留位相差［＋α］が加わるのである。
【００４０】
このような液晶パネル１における液晶相ＬＣの光学パラメータの具体的な一例としては、
波長５４０ｎｍを目的波長とした場合、次のようになる。
複屈折異方性［Δｎ］＝０．０７
セルギャップ［Ｄ］＝２．８μｍ
ツイスト各［θｔ］＝０°
電圧無印加状態での位相差［１／４波長＋α］＝１９５ｎｍ
電圧印加状態での位相差（残留位相差）［＋α］＝６０ｎｍ
【００４１】
また、このような液晶パネル１に組み合わせて用いられる円偏光板５は、感圧素子パネル
３側から順に、１／４波長板５ａ、１／２波長板５ｂ、直線偏光板５ｃを順次積層してな
る、いわゆる広帯域の円偏光板として構成されることが好ましい。またここでは、１／４
波長板５ａが、感圧素子パネル３の可撓性基板３ｂを兼ねていることとする。
【００４２】
そして、位相差補償板９は、液晶パネル１の電圧無印加状態での残留位相差［＋α］を含
む位相差［１／４波長＋α］＝１９５ｎｍを補償（キャンセル）するものであり、液晶パ
ネル１の表示面、すなわち光透過性基板１ｂ上に密着させた状態で設けられている。
【００４３】
以下に、このような円偏光板５および位相差補償板９の光学パラメータの具体的な一例を
示す。尚、遅相軸角度［θｒ］は、液晶パネル１におけるラビング方向を基準に反時計回
りに正方向とする。
１）直線偏光板５ｃ：
吸収軸角度［θａ］＝７５°
２）１／２波長板５ｂ：
位相差［Ｒｅ］＝２７０ｎｍ、遅相軸角度［θｒ］＝６０°
３）１／４波長板５ａ：
位相差［Ｒｅ］＝１３５ｎｍ、遅相軸角度［θｒ］＝０°
４）位相差補償板９：
位相差［Ｒｅ］＝１９５ｎｍ、遅相軸角度［θｒ］＝９０°
【００４４】
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尚、これらの光学パラメータはあくまでも一例であり、円偏光板５は、広帯域の円偏光板
として構成されることが重要である。このため、１／２波長板５ｂは位相差Ｒｅ＝２４０
ｎｍ～３００ｎｍ、１／４波長板５ａは位相差Ｒｅ＝１２０ｎｍ～１５０ｎｍの範囲から
適宜選択されることになる。
【００４５】
同様に、位相差補償板９は、液晶パネル１が電圧無印加状態での残留位相差［＋α］を含
む位相差［１／４波長＋α］を補償するように構成されることが重要である。このため、
位相差補償板９の位相差は、液晶相ＬＣの位相差［１／４波長＋α］に対応させて、例え
ば位相差Ｒｅ１４０ｎｍ～２５０ｎｍの範囲から適宜選択されることになる。さらに、位
相差補償板９の遅相軸角度θｒは、１／４波長板５ａの遅相軸角度θｒとのなす角度がほ
ぼ垂直で有ればよく、遅相軸角度θｒ＝８０°～１００°の範囲から適宜選択されること
とする。ただし、上記した光学パラメータのうち、直線偏光板５ｃの吸収軸角度［θａ］
＝１６５°、１／２波長板５ｂの遅相軸角度［θｒ］＝１５０°、および１／４波長板５
ａの遅相軸角度［θｒ］＝９０°で有る場合には、位相差補償板９の遅相軸角度θｒは、
１／４波長板５ａの遅相軸角度θｒとのなす角度がほぼ平行で有ればよく、遅相軸角度θ
ｒ＝８０°～１００°の範囲から適宜選択されることになる。
【００４６】
このような構成の液晶表示装置Ｃでは、液晶パネル１と一体化して設けた感圧素子パネル
３の入射側に円偏光板５を設けたことから、図１を用いて説明した液晶表示装置（Ａ）と
同様に、界面反射に起因する写り込みが防止された、視認性の高い表示を行うことが可能
になる。
【００４７】
また、直線偏光板５ｃ側から入射してこれを通過し、さらに液晶相ＬＣを通過して光反射
性基板１ａで反射して再び直線偏光板５ｃに達する光は、次のような経過を辿ることにな
る。
【００４８】
すなわち、液晶パネル１が電圧無印加状態にある場合には、液晶相ＬＣを通過する光ｈに
は位相差［１／４波長＋α］が加わるが、この位相差［１／４波長＋α］は位相差補償板
９によって補償（キャンセル）されるため、液晶相ＬＣを通過することによって光ｈの偏
光状態が変化することはない。このため、液晶パネル１の光反射性基板１ａで反射した光
ｈも、上述した界面反射光と同様に、直線偏光板５ｃの吸収方位の直線偏光となって直線
偏光板５ｃに再入射され、直線偏光板５ｃで確実に吸収される。したがって、液晶パネル
１が電圧無印加状態にある場合に、表示面側からの表示光Ｈの射出が防止されるノーマリ
ーブラック表示が行われ、この際、コントラストの高い黒表示を行うことができる。
【００４９】
一方、液晶パネル１が電圧印加状態にある場合には、液晶相ＬＣを通過する光ｈには残留
位相差［＋α］のみが加わるが、この光ｈは、位相差補償板９を通過することで位相差［
１／４波長＋α］だけ補償（キャンセル）される。つまり、位相差補償板９と液晶相ＬＣ
とを通過する光ｈには、残留位相差［＋α］から位相差［１／４波長＋α］を差し引き、
［－１／４波長］の位相差が加わった状態で、光反射性基板１ａに到達する。このため、
液晶相ＬＣを通過する光ｈは、液晶相ＬＣと位相差補償板９とを往復することによって、
光ｈの偏光状態が［－１／２波長］分だけ変化する。このため、液晶パネル１の光反射性
基板１ａで反射した光ｈが、再び円偏光板５を通過する際には、直線偏光板５ｃの透過方
位の直線偏光となって直線偏光板５ｃに再入射され、この直線偏光板５ｃから最大限に表
示光Ｈを放出させることができる。したがって、液晶パネル１が電圧印加状態にある場合
には、表示光Ｈが最大限に放出された明るい表示を行うことが可能になる。
【００５０】
（第４実施形態）
図４は、第４実施形態の液晶表示装置の断面構成図である。この図に示す液晶表示装置Ｄ
は、ＥＣＢノーマリーブラックモードでの表示を行う反射型の液晶パネルの表示面側に、
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【００５１】
この図に示す液晶表示装置Ｄと、図３を用いて説明した第３実施形態の液晶表示装置（Ｃ
）との異なることころは、位相差補償板９が、感圧素子パネル３’の基板３ａを兼ねてい
る点にあり、他の構成は同様であることする。
【００５２】
すなわち、この液晶表示装置Ｄの感圧素子パネル３’は、いわゆる抵抗接触型のタッチパ
ネルである。この感圧素子パネル３’は、ここでの図示を省略した透明電極（以下電極と
記す）がそれぞれ設けられた位相差補償板９と１／４波長板５ａ（可撓性基板３ｂ）とを
、電極を対向させた状態で間隔ｄを設けて配置してなる。また、位相差補償板９は、液晶
パネル１の透明基板１ｂに密着させた状態で設けられており、これにより感圧素子パネル
３’を、インナータッチパネルとしている。
【００５３】
このような構成の液晶表示装置Ｄであっても、液晶パネル１と一体化して設けた感圧素子
パネル３’の入射側に円偏光板５を設け、さらに液晶パネル１の表示面に密着させて位相
差補償板９を設けたことで、図３を用いて説明した液晶表示装置（Ｃ）と同様に、視認性
に優れ、コントラストの高い黒表示が可能で、しかも明るい表示を行うことが可能である
。
【００５４】
また、これに加えて、位相差補償板９が、感圧素子パネル３’の基板３ｂを兼ねる構成と
したことで、図３の液晶表示装置（Ｃ）と比較して、部品点数が少なく低コスト化が可能
になる。しかも表示面側の基板材料が削減され、空気と基板材料との界面も減少するので
、より明るい表示を行うことが可能になる。
【００５５】
【発明の効果】
以上説明したように本発明の液晶表示装置によれば、感圧素子パネルの表示面側に円偏光
板を配置した構成において、液晶パネルの表示面上に、液晶パネルの残留位相差を補償す
る残留位相差補償板を設けるか、または液晶パネルの残留位相差を含む位相差を補償する
位相差補償板を設けた構成とすることで、円偏光板によって界面反射光の放出を確実に防
止しつつも、残留位相差補償板または位相差補償板によって液晶パネルが黒表示状態の場
合の残留位相差成分の放出をも確実に防止することができる。この結果、タッチパネル一
体型の液晶表示装置において、界面反射光の射出を確実に防止した視認性の良好な表示と
、コントラストの高い黒表示とを両立させた表示を行うことが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１実施形態の液晶表示装置の構成図である。
【図２】第２実施形態の液晶表示装置の構成図である。
【図３】第３実施形態の液晶表示装置の構成図である。
【図４】第４実施形態の液晶表示装置の構成図である。
【図５】従来の液晶表示装置の構成図である。
【図６】従来の液晶表示装置の他の例を示す構成図である。
【符号の説明】
１…液晶パネル、３，３’…感圧素子パネル、３ａ…基板、５…円偏光板、５ａ…１／４
波長板、５ｂ…１／２波長板、５ｃ…直線偏光板、７…残留位相差補償板、９…位相差補
償板、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ…液晶表示装置、ｄ…間隔
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